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コース距離4.07km　所要時間51分
ろまんちっく村を起点に、国本発祥の歴史を
巡りながら四季を感じる癒やしの空間コースです。
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体重60㎏の人がこのコースを51分（0.85時間）で一周歩いた時のエネルギー消費量は177kcal
　  3.3（運動強度）× 体重　　　㎏ ×　　　時間 ×1.05＝　　　kcal
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二ヶ山遺跡
　縄文中期から後期にかけて、大集落が
あったと考えられています。遺跡からは矢
じりや土器など、約1,000点が発掘され、
現在土地の所有者により、保管されてい
ます。

ろまんちっく村
　里山のおいしさや楽しさがいっぱい
の、家族みんなで１日中楽しめる体験
型スローライフパークです。

ネギ畑
　国本地区は新里ネギの産地として
知られており、新里街道の両側にはネ
ギ畑が広がっています。新里ネギは、
昔は献上ネギとして、現在は曲がりネ
ギとして多くの人に親しまれています。

国本西小学校
　明治7年に開校した歴史ある学校です。校庭には、
市の名木にも選ばれた見事なナンキンハゼと、春は美
しく夏は憩いとなるフジがあります。
※平日に敷地内に入る場合は、学校の職員に声を掛け
てください。

藤本館跡（高橋館）
　館の南・北・東に幅約8～10メートル、深
さ約5メートルの堀と土塁が巡っていて、築
造年代は室町時代と考えられています。高
橋家はもともと源頼朝の重臣であったと伝
えられています。
※現在は個人宅になりますので、無断で橋
を渡ることは絶対にしないでください。

　「
おおなむちのみこと
大己貴尊」を御祭神と

して、創立以来、千年余を経
過し、地域では最も古い神
社として知られています。

に か やま い せき

今宮神社
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■体調チェック
■体調の悪い人は無理をしない
■治療中の病気がある人は、かかりつけ医に必
ず相談をする
■水分摂取は小まめに（ウオーキング中も忘れ
ずに）
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食 　忍者食丸くんが、皆さんが楽しく元気に暮らせるように、地域の健康づくり
推進員・食生活改善推進員(※1)が中心となって作成した「ウオーキングマップ」
(※2)を紹介します。
※1運動・栄養・休養のバランスのとれた生活習慣を自ら実践するとともに、健康づくりを身近な地域の中に広めて
いく活動を行うボランティア。食生活改善推進員は、全国組織。
※2誰でも気軽に楽しくウオーキングを楽しむことができるよう、市民の皆さんの身近な場所の見どころポイントを
掲載したマップ（一部加工あり）。市ホームページから閲覧可。

歩く前には必ずチェック

歴史と四季を感じる
癒やしのコース

しょくまる

問健康増進課☎（626）1126

■普段から元気に体を動かすことで、糖尿
病や心臓病、脳卒中、がん、認知症など
のリスクを下げることができます。今よ
り10分多く、毎日ウオーキングしてみま
せんか。

＋10で健康寿命を延ばしましょうプラス テ ン

地元を歩こう　お気軽ウオーキング

　国本地区のウオーキングマップ
は、ろまんちっく村を発着点とし、
国本地区の歴史や自然を感じるこ
とができる癒やしのコースとなっ
ています。特に秋から冬にかけて
は、旬を迎えた国本地区名産の新
里ネギの畑やユズの木を眺め、閑
静な農村地帯の中で季節を感じな
がら歩くことができます。
　ウオーキングをした後は、平成
24年に道の駅になったろまんちっ
く村で食事をしたり温泉に入った
りするのも楽しみの一つです。皆
さんも国本地区のウオーキングを
楽しんでみませんか。

◎「地元を歩こう　お気軽ウオーキング」は、動画でもご覧いただけます。詳しくは、
市ホームページをご覧ください。
◎映写機マークのある写真に、アプリをダウンロードしたスマートフォンまたはカメラ付きタブレットを
かざすと、2月上旬から、AR（拡張現実）で動画をご覧いただけます。設定方法など、詳しくは、市ホーム
ページをご覧ください。

国本地区健康づくり推進委員会

会長 渡邊　忠雄さん
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■「よこかわいきいき号」の導入に至るまで　横川地区
は一部で路線バスが運行しているものの、地区内には公
共交通空白・不便地域が多く存在しており、地区住民の誰
もが安全・安心に移動できる交通手段の確保が大きな課
題でした。このため、平成23年から地域での検討を始め、
住民アンケート調査を実施しながら、予約に応じて運行す
るデマンド方式の乗り合いタクシーの採用を決定し、平
成24年12月から「よこかわいきいき号」の運行を開始し
ました。
■地域の生活に合わせた運行　運行に当たっては、横川
地区全域に加え、陽南地区やインターパークエリアの一部
などにも目的施設を設定し、通院や買い物などの日常の移
動手段を確保する他、JR雀宮駅や主要バス路線に接続す

ることで、中心市街地など地域外への移動にも対応してい
ます。
　「よこかわいきいき号」は、どなたでも快適に利用できる
よう、本市の地域内交通として初めてユニバーサルデザイ
ン車両を導入し、多くの利用者から好評を得ています。また、
予約締め切り時刻の短縮や迅速な迎車対応など、利用者
の利便性を高める取り組みを行うとともに、「よこかわふれ
あいまつり」において、新規登録の勧誘や登録更新手続き
を行うなど、利用促進にも積極的に取り組んでいます。この
ような地域の活動により、運行開始以降、利用者数は毎年
増加し、現在では毎月約800人に利用されており、地域住
民にとってもっとも身近な公共交通として親しまれています。

　県外から宇都宮に転居してきて、子育てに励んで
います。はじめは周りに誰も知り合いもいなくて心
細くて困っていたのですが、市の子育てサロンに通
うようになってから、たくさんの友人ができ、とて
も助けられました。現在は、気の合った友人たちと
で子育てサークルを立ち上げて活動しています。
　宇都宮の人は何かと気にかけてくれる優しい人が
多いと思います。また、公園数が多かったり、まち
なかでのイベントが豊富だったり、子どもと買い物
などに出掛けやすく、便利でちょうどいい街ですよ
ね。「住みよさ度３年連続１位（※１）」、「子育てに優し
い町第２位（※２）」というのもうなずけます。
◎佐藤さんは、2月12日（金）正午～午後0時49分エフエム栃木「宇都
宮プライド　愉快なラジオ」、2月14日（日）午前10時30分～10時40分
とちぎテレビ「井上マーの教えてイイトコ宇都宮」（再放送）に出演し
ます（48ページ参照）。併せてご視聴ください。

市外からやってきた人たちに
　　　　宇都宮のイイトコを聞きました。

地域内交通地域内交通乗っ
てみよう

　今回は、地域組織が運営主体となり運行している
地域内交通のうち、横川地区のデマンド型乗り合い
タクシー「よこかわいきいき号」について紹介します。

問交通政策課☎（632）2133

横川地区地域内交通運営委員会委員長　岡田 泰明さん

　健康には自信があったのですが、年齢と
ともに足腰が弱くなり、「よこかわいきいき
号」を利用するようになりました。親切な乗
務員さんの対応もあり、自分で買い物に行く
ときも不安を感じず、日常生活に必要な移
動手段としてとても便利で感謝しています。

■よこかわいきいき号
▽運営主体　横川地区地
域内交通運営委員会。
▽運行日　月～土曜日(祝休
日、年末年始除く)。
▽運行エリア　横川地区全
域、陽南地区・インターパー
クエリアの一部など。
▽運行便数　1日10便(午前8時発～午後5時発)。
▽利用料金　1回300円(小学生半額、未就学児無料)。
▽利用対象者　横川地区エリアの住民。
▽その他　利用方法など詳しくは、市ホームページをご
覧になるか、横川地区市民センター☎（656）6452へ。

▲よこかわいきいき号の車両

▲佐藤さんの運営する子育てサークル「SUNks Mama」の皆さん。キャン
プやワークショップなどたくさんのイベントを開催しています。「参加する
宇都宮の皆さんの人柄に恵まれています」と話すように、和気あいあいと活
動しています。

※１  人口50万人以上の28都市中。東洋経済新報社「都市データパック2015版」
※２  全国95自治体ランキング。AERA with Baby 2009冬号

ママ友をつなぐ佐藤希美さん
子育てサークル「

サンクス
SUNks 

マ　マ
Mama」代表

利用者の早乙女さん

アエラ ウィズ ベビー

　「よこかわいきいき号」も昨年の12月で、運
行開始から3年が過ぎました。現在は1日約30
人前後の人が、通院や買い物などで利用して
いて、便利になったと、大変喜んでいます。今後、
高齢化が進み、利用者も増えると思います。利
用者の声を聴きながら、さらに便利な地域内交
通となるよう、努めていきますので、地域の皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。

◎2月21日（第3日曜日）は「家庭の日」　市では、家庭における親と子のふれあいや絆づくりを推進す
るため、ふれあいのある家庭づくり事業に取り組んでいます。寒い日が続く季節ですが、この季節にしか
できない遊びがたくさんあります。雪の日には、家族で楽しく雪だるま作りや雪合戦をしたり、計画を立て
てスキーやスノーボードに出掛けてみてはいかがでしょう。家族みんなで体を動かし、心も体もポカポカに
なってみませんか。問子ども未来課☎（632）2944


